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水 道 事 業 中 長 期 財 政 計 画

　本市水道事業は、昭和２年の通水開始以来、普及率は97％を超え、事業拡張か

ら維持管理を中心とする「経営の時代」を迎えています。

　この間、事業を取り巻く経営環境も大きく変化してきており、世帯構成の変化や大

口使用者の地下水転換、節水型社会への移行など水道水に対する需要は減少傾

向にある一方で、水道施設の更新需要は年々大きくなってきています。

　施設の適正な維持管理や経年施設の更新、耐震化に対する投資は安定したサー

ビスの提供を継続していくために必要なものですが、直接水道料金の増収に結び付

くものではありませんので今後も厳しい財政運営を強いられることは確実となってい

ます。

　今回は、平成29年4月1日に行いました料金改定、平成30年1月1日の富士見が丘

団地の統合編入、4月1日に予定されています下水道部との組織統合及び「水道事

業施設整備計画」の年度改訂版を反映させ、平成30年度から平成39年度までの10

年間の試算をしております。

　今後も、本計画を財政運営の指針としながら、より一層の効率的、効果的な事業

実施に努め、将来にわたり持続可能な経営基盤の確立を目指してまいります。
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水道事業中長期財政計画算定のための設定条件

※　算定期間における消費税及び地方消費税の税率は平成32年度より10％とした。

＜事業収益＞

　　・水道料金 平成29年度の料金改定による影響を見込んだもの。

　　・長期前受金戻入 償却資産の取得財源である補助金等をその減価償却費に見合う分だけ収益化するもの。

＜事業費＞

　　・維持管理費 水道事業施設整備計画における大規模修繕等の予定を見込んだもの。

　　・人件費 平成30年度の当初予算要求を基に算定した。

　　・減価償却費 既存の固定資産と今後建設改良費で取得する固定資産を合わせたものに係る減価償却費

　　・企業債支払利息 計画期間に発行する企業債の利率は年利1.0％とした。

＜資本的収入＞

　　・企業債 建設改良費の財源として、翌年度への繰越資金（運転資金）が20億円程度となるよう借り入れる。

＜資本的支出＞

　　・建設改良費 水道事業施設整備計画における建設改良事業費を反映したもの。

　　・企業債償還金 計画期間に発行する企業債の償還期間は、25年（うち据置期間2年）とした。

水道事業の中長期財政計画（案） （単位：百万円）

（主なもの） 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度

事業収益 10,893 10,926 10,838 11,134 11,099 11,069 11,055 11,033 11,000 10,975 10,957

水道料金 9,512 9,634 9,666 9,830 9,806 9,791 9,787 9,773 9,748 9,730 9,722

長期前受金戻入 738 719 677 814 807 795 789 785 781 776 770

事業費 8,015 8,816 8,249 8,858 9,482 9,808 9,406 9,149 8,877 9,152 9,541

維持管理費及び人件費 4,012 4,588 4,088 4,088 4,773 5,210 4,628 4,421 4,199 4,284 4,703

減価償却費 3,121 3,229 3,383 3,867 3,917 3,978 4,051 4,101 4,150 4,240 4,323

企業債支払利息 559 496 469 427 373 323 288 252 225 207 188

当年度純利益（消費税抜き） 2,537 1,910 2,200 1,955 1,302 865 1,344 1,498 1,648 1,475 1,014

資本的収入 1,910 2,369 1,921 447 744 1,945 643 741 1,033 426 722

企業債 1,000 1,356 1,300 200 500 1,700 400 500 800 200 500

補助金及び出資金 794 868 449 75 72 73 72 69 61 54 50

資本的支出 7,538 7,629 7,525 5,821 5,794 6,705 5,462 6,072 6,941 5,418 5,931

建設改良費 4,948 4,957 5,537 3,819 3,736 4,632 3,622 4,461 5,455 4,051 4,647

企業債償還金 2,590 2,600 1,976 2,002 2,058 2,073 1,839 1,611 1,487 1,367 1,284

資本的収支不足額（A） △ 5,628 △ 5,260 △ 5,604 △ 5,374 △ 5,050 △ 4,760 △ 4,819 △ 5,331 △ 5,908 △ 4,992 △ 5,209

8,273 7,575 7,722 7,560 7,025 6,531 6,794 7,287 7,560 7,051 7,139

2,645 2,315 2,118 2,186 1,975 1,771 1,975 1,956 1,652 2,059 1,930

22,801 21,557 20,881 19,079 17,521 17,148 15,709 14,598 13,911 12,745 11,961
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